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ウンシュウミカン農家を取り巻く
現状と課題
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近年のミカン農家をとりまく状況

• ミカンの消費量・価格は低迷
（ミカンの一人当たり消費量は1980年～2010年で1/3に！）

各生産者は高品質で安定した果実の生産を目指す．

• 「高品質」とされる特徴の一つは「甘さ」

→「甘い」ミカンを作りたい

現
状
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• 夏～収穫前（11月）までの期間に，

適切な水分ストレス（水分不足）が必要！

ミカンが感じている水分ストレスを高精度に・逐次に把握したい

ミカンを甘くするには？

強すぎるストレスは
果実の大きさや樹の生長に悪影響

現
状
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ミカン生産現場での
水分ストレス把握方法（和歌山県の場合）

１．和歌山県果樹試験場が

Web上で公開している灌水情報

を参考にする方法

Point😢
特定の圃場のデータを基にしている

→あくまで参考にとどまる

高精度×

実際の

現
状

http://www.mikan.gr.jp/ftes/kansuiweb4/top_page.html
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ミカン生産現場での
水分ストレス把握方法（和歌山県の場合）

２．熟練生産者が樹体を目視し

知識や経験から水分ストレスの

程度を推定する方法

Point😢
多くの圃場が，斜面に立地

→移動が重労働となる

逐次×

実際の

現
状
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• もっと高精度で逐次に，
かつ簡単に水分ストレス
が把握できる手法はない
のか？

• →ドローン＋カメラ！

生産者

理想
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でも…

ドローンは高そうだし
操作も難しそう．

どうやって普及させる？

本当に画像から
水分ストレスを
推定できるの？
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手法の実現可能性

本当に画像から
水分ストレスを
推定できるの？
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Q.画像から水分ストレスを推定すること
ができるのか？

A.

• (1)可視波長域の画像

• (2)赤外波長域の画像

• (3)レッドエッジの波長域の画像

をもとに，水分ストレスを推定できると考えられる！

（推定可能性のある手法はほかにもあります）

手
法
の
実
現
可
能
性
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（１）可視波長域の画像での推定可能性

• 水分ストレスがかかると葉が巻く現象（佐々木，2005）．

• 巻くと葉の裏面（明度が高い）が見えるようになる．

• このとき樹木の全体的な色味が変化する

→可視領域の画像で水分ストレスの変化が捉えられる可能性

手
法
の
実
現
可
能
性
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（２）赤外波長域の画像での推定可能性

• 水分ストレスがかかると，葉の蒸散量が減少し，葉の温度が上昇する現象．

• ブドウやその他果樹種で研究例あり→The crop water stress index（CWSI）．ド
ローンへの応用例もあり（Gonzalez-Dugo et al., 2013）．

→赤外波長域の画像（サーモグラフィ）で水分ストレス変化が捉え
られる可能性．

手
法
の
実
現
可
能
性

（葉温のイメージ）

水ほしい…

水いっぱい！ 蒸散！ COOL！

HOT！

水＋熱

水＋熱

水＋熱
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（３）レッドエッジの画像での推定可能性
（説明省略）

• 水分ストレスによってレッドエッジ（急激に変化する680～750nmの分光
反射率を1次微分して得られる最大値の波長）の位置が短波長側に変化す
る現象（農研機構，2005）．

→レッドエッジの波長域の画像で変化が捉えられる可能性

手
法
の
実
現
可
能
性
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つまり

• 複数種類の画像情報から水分ストレスを推定することができ
る！

（という可能性が高い！）

手
法
の
実
現
可
能
性
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ドローンを用いた
水分ストレス推定手法を

普及させるには

ドローンは高そうだし
操作も難しそう．

どうやって普及させる？
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生産者を口説く２つのポイント

• 「低コスト」であること

• 「高精度」であること
普
及
さ
せ
る
に
は
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低コスト

• 金銭的コスト削減
• ドローン本体を地域の生産者たちで共有する

→機体の料金，メンテナンスの料金を削減．

• 心理的コスト削減
• 生産者がドローン操作しなくてもよいようにする．

→地域に一人操作技術者を配置する

→事前に自動飛行経路を計画し無人化する

普
及
さ
せ
る
に
は

SHARE！

→低コストに！
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高精度

• データを地域で共有すること
で高精度化をはかる

画像データや，土壌水分や葉の水
ポテンシャルなど水分ストレスに
関連するデータを地域全体で蓄積
する．

多くのデータが集まれば，

水分ストレス推定のさらなる精度
向上が期待できる．

普
及
さ
せ
る
に
は

→高精度に！
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好循環が期待できる

• 低コスト化と高精度化が進め
ば，評価が高まりさらに普及．

• 普及が進めば，

一人当たりコスト削減

（低コスト化）

データの蓄積量が増え，

らに高精度に

（高精度化）

普
及
さ
せ
る
に
は

普及
低コスト化
高精度化
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まとめ
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まとめ

• これからは

ドローン＋カメラによって水分ストレスが推定できるように

なるはず
→労力削減しつつ，高品質なミカンをつくれる！

• 地域でドローンやデータを共有する仕組みを導入
→手法の普及につながる！

ま
と
め
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